
様式第３号  

案 件 名 豊川市立小中学校の規模に関する基本方針（案） 

意見等の募集期間 平成３０年１２月２６日(水曜日)から平成３１年１月２５日(金曜日)まで 

結 果 の 概 要 

１ 人数 １人 
２ 件数 ３件 

提出方法 人  数（人） 件  数（件） 

直接持参 ０ ０ 

郵  便 ０ ０ 

ファクシミリ ０ ０ 

電子メール １ ３ 

合  計 １ ３ 
 

意見募集結果に
関する資料 

１   豊川市立小中学校の規模に関する基本方針（案）の意見募集
結果と市の考え方 

※公表する資料は、下記のお問い合わせ先でも閲覧いただけます。 

公 募 時 に 
公 表 し た 資 料 

１   豊川市立小中学校の規模に関する基本方針（案）の概要版 

２   豊川市立小中学校の規模に関する基本方針(案)  

テキスト版資料へ 
テキスト版資料は、視覚障害のある方などで、音声読み上げソフトを使
って閲覧される方のために、図、表、写真等を控えて作成したページで
す。 

お問い合わせ先 

豊川市赤坂町松本２５０番地 
 豊川市教育委員会庶務課庶務係 
 電話 ０５３３－８８－８０３２ 

※お問い合わせの時間は、土曜・日曜日、祝日、年末年始（12 月 29 日
～1 月 3 日）を除く日の午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分です。 

 テキスト版資料 

１ 豊川市立小中学校の規模に関する基本方針（案）の概要版 

２ 豊川市立小中学校の規模に関する基本方針(案) 

 

資料８ 
平成３０年度・第５回豊川市の未来を拓く教育推進懇談会 

（平成３１年２月１８日） 



豊川市立小中学校の規模に関する基本方針（案）の 
意見募集結果と市の考え方 

提出された意見等の要旨、意見等に対する市の考え方は次のとおりです。 
 

項目：表記に関すること 

No. 意 見 等 の 要 旨 市 の 考 え 方 

１ 
表紙と裏表紙の年月が無記入であ

る。 
表紙と裏表紙の年月については、策定後に

記入します。なお、策定時期は、平成３１年３
月を予定しています。 

２ 
年号表記について、元号が変わるこ

とは判明しているので、西暦のみにす
るべきである。 

平成３１年３月の策定時（予定）には、現案
の元号表記のままとしますが、新元号が確定
した後には、該当年度の元号を修正する予定
です。 

項目：学級編制の標準に関すること 

No. 意 見 等 の 要 旨 市 の 考 え 方 

３ 
現在における小中学校の１学級児

童生徒数の基準を鵜吞みにし、将来予
測を立てようとしていることに大変驚
いた。小学校２年生の国基準は４０人
だが、より良い教育の実現のため、愛
知県が加配し３５人に変更されてい
る。今の国の基準が、「子どもたちの
発達に相応しい人数であるか」「どれ
くらいの人数が理想なのか」と、先生
方の意見を沢山聞いて検討すべきであ
る。 
世界で学力トップクラスのフィンラ

ンドの年間授業日数は約１９０日。日
本と比べると４０日ほど少ない。夏休
みは２ヶ月。小学生の間は宿題やテス
トはほとんどない。日本のように塾は
ない。１学級２０人前後である。勉強
が苦手な子には補習制度もある。教育
を通して公共の精神を学び「教育こそ
が国家の貴重な資産」としてたくさん
の予算を投じている。 
豊川市は、子育てしやすいまちづく

りを目指している。「児童生徒が安全
な環境の中で、安心して学校生活を送
ることができるような小中学校の環境
整備が必要です。」（Ｐ.１）とあるが、
これは学校規模を考える上でまずもっ
て優先されるべき内容だと考える。 
次に学校規模についても、国の基準を鵜呑

みにした計画である。１学級の人数を減らし
ていく計画を持てば、見方が変わる。基準あ
りきではない、いじめや不登校、学校に行き
たくないという気持ちを抱えた子どもたちが、
喜んで学校に行けるよう、理想を高く掲げた
学校規模の計画を立ててほしい。 

本基本方針では、学校規模に関する課題解
決に向けた対応方針について、具体的な現状
を捉えながら分かりやすくお示しするため、
国や県が示す現行の学級編制の標準（基準）
を前提にしたいと考えます。 

 


